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桐蔭図書館発行

（裏面に新しく入った本の紹介を載せています）

芸閣…「うんかく」と読みます。

書庫、書斎という意味です。

（「芸」は書籍に挿む虫除けの香草）

今年の漢字

一年の世相を表す「今年の漢字」が12月

14日に発表されました。今年は「密」が
選ばれました。三密の「密」、秘密の「密」。
あまり明るいイメージはないですね。来年は
良い年になって、明るい字が選ばれてほしい
ものです。

高校１・2年生 中学生図書委員さんへ

図書館講座のお知らせ

日時 12月24日(木） 午後１時～2時
場所 桐蔭図書館
内容 「パワーポイントは鎹鴉の夢を見るか（１）」

講師 本校教頭 宇野健二先生

○各クラスの図書委員さんどちらか1名、参加
してください。参加する人は、図書館講座の
時間に、面談を入れないよう気をつけてくだ
さい。



イラスト：わんパグ

『高すぎ？安すぎ！？モノのねだん事典』

大澤裕司 文 ポプラ社

『SDGｓ投資』渋澤健 著 ポプラ社

『2050年世界人口大減少』

ダリル・ブリッカーほか 著 文藝春秋

『アイヌをもっと知る図鑑』

竹内清乃 編集 平凡社

『なぜ僕らは働くのか』池上彰 監修 学研プラス

『大阪環状線』草薙秀一 著 新日本出版社

『魔法科高校の劣等生 ㉙～㉜』

佐島勤 著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

社会科学

『禅ってなんだろう？』石井清純 著 平凡社

『キリスト教から読みとける世界史』

内藤博文 著 河出書房新社
『厚生労働白書 令和2年版』

『和歌山県環境白書 令和2年版』

『現代用語の基礎知識 2021』

『文藝春秋オピニオン2021年の論点100』

『暗渠パラダイス』高山英男ほか著 朝日新聞出版

『旅に出たくなる地図 日本』帝国書院

『ふくしま原発作業員日誌』

片山夏子 著 朝日新聞出版

『ゲルニカ』早乙女勝元 著 新日本出版

日本の小説

新しく入った本の紹介

『文豪の悪態』山口謡司 著 朝日新聞出版

『和歌文学大系 古今和歌六帖 下』明治書院

『面白くて眠れなくなる「古事記」』

島崎晋 著 PHP研究所

日本の文学

『卓球の戦い方』

岸川一星 著 ベースボールマガジン社

『なんてこった！ざんねんなオリンピック物語』

ウラケン・ボルボックス 絵と文

スポーツ

『医療倫理超入門』マイケル・ダンほか 著

『知っておきたい日本の絶滅危惧植物図鑑』

長澤淳一ほか 著 創元社

『iPS細胞の歩みと挑戦』

中内彩香ほか著 東京書籍

自然科学

『１３歳からの環境問題』志葉玲 著 かもがわ出版

『「再エネ大国日本」への挑戦』

山口豊ほか 著 山と渓谷社

『音読で外国語が話せるようになる科学』

門田修平 著 SBクリエイティブ

『日本人のための漢字入門』阿辻哲次 著 講談社

宗 教

『兄の名は、ジェシカ』

ジョン・ボイン 著 あすなろ書房

言 語

外国の文学

その他

環 境


